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  資料編 

１ 評価指標値の算定根拠 

（１）評価指標１の算定根拠 

生活スタイルの変化等により、公共交通利用者数がコロナ前の状況に戻ることは極めて

難しいと想定していますが、本計画に基づく利用促進策の実施等により、令和 4（2022）

年度から少しずつ回復することを見込んでいます。 

さらに、令和 7（2025）年度から新交通システムを本格的に導入することで大幅な利用

者数の増加を目指します。 

 

 

表 評価指標 1 の現況値と目標値 

評価指標 

現況値 

R1(2019)年度  

R2(2020)年度 

目標値 

R8(2026)年度 

評価指標 1 

市民 1 人当たりの地域公共交通の 

利用回数〔回／年〕 

R1：5.93 回／年 

R2：3.94 回／年 
6.00 回／年 

 

 

表 評価指標 1 の算出に用いたデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※令和元年度及び 2 年度の人口は、それぞれ 3 月 31 日現在のもの。 
  一方、令和 3 年度以降の人口は、将来予測値であり、令和 7 年度及び 8 年度の人口は第五
次総合計画後期基本計画の目標値を採用。 

 

 

 

  

年度 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

利用者数（人） 487,904 319,368 320,000 345,000 360,000 360,000 400,000 456,000

人口※（人） 82,284 81,071 80,057 79,043 78,029 77,015 76,000 76,000

市民１人当たりの
公共交通利用回数（回）

5.93 3.94 4.00 4.36 4.61 4.67 5.26 6.00
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（２）評価指標２の算定根拠 

バス路線については、運行を効率化させることで、令和 8（2026）年度までに運行経費

を 10％縮減させることを目指します。一方、経常収益は、本計画に基づく利用促進策の実

施等により利用者数の増加を見込んでいることから、10％増額を目指します。 

地域内交通は、高柳町及び西山町での両地域内交通の乗車運賃改定を含む再編により、

運行経費は 20％縮減、経常収益は 80％増額を目指します。 

 

表 評価指標 2 の現況値と目標値 

評価指標 

現況値 

R1(2019)年度 

R2(2020)年度 

目標値 

R8(2026)年度 

評価指標 2 

収支率〔％〕 

全体 
R1：25.75％ 

R2：24.63％ 

30.00％ 

（小数点第一位を四捨五入） 

越後交通㈱バス路線 

・路線バス    

・市街地循環バス 

R1：27.39％ 

R2：26.21％ 

32.00％ 

（小数点第一位を四捨五入） 

地域内交通 

・高柳町地域内交通 

 ・西山町地域自家用 

有償旅客運送など 

R1：3.48％ 

R2：2.40％ 

5.00％ 

（小数点第一位を四捨五入） 

 

 

 

表 評価指標 2 の算出に用いたデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和元年度及び 2 年度の人口は、それぞれ 3 月 31 日現在のもの。 
  一方、令和 3 年度以降の人口は、将来予測値であり、令和 7 年度及び 8 年度の人口は第五
次総合計画後期基本計画の目標値を採用。 

  

年度 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

利用者数（人） 487,904 319,368 320,000 345,000 360,000 360,000 400,000 456,000

人口※（人） 82,284 81,071 80,057 79,043 78,029 77,015 76,000 76,000

運行経費 ¥540,141,102 ¥536,867,420 ¥479,618,845

経常収益 ¥139,082,949 ¥132,237,023 ¥146,059,225

収支率 25.75% 24.63% 30.45%

運行経費 ¥503,036,340 ¥501,249,103 ¥451,124,192

経常収益 ¥137,792,349 ¥131,382,023 ¥144,520,225

収支率 27.39% 26.21% 32.04%

運行経費 ¥37,104,762 ¥35,618,317 ¥28,494,653

経常収益 ¥1,290,600 ¥855,000 ¥1,539,000

収支率 3.48% 2.40% 5.40%

全
体

路
線
バ
ス

地
域
内
交
通

＋１０％

△１０％

△２０％

＋８０％



 

55 

 

（３）評価指標 3 の算定根拠 

バス路線については、運行を効率化させることで、令和 8（2026）年度までに運行経費

を 10％縮減させることを目指しており、市の財政負担額も同様に 10％の縮減を目指しま

す。 

地域内交通は、高柳町及び西山町での両地域内交通の乗車運賃改定を含む再編により、

市の財政負担額は 20％縮減、利用者数は 30％増加を目指します。 

 

 

表 評価指標 3 の現況値と目標値 

評価指標 

現況値 

R1(2019)年度 

R2(2020)年度 

目標値 

R8(2026)年度 

評価指標 3 

利用者１乗車

当たりの柏崎

市の財政負担

額〔円／年〕 

全体 
R1：244 円/年 

R2：438 円/年 
269 円/年 

越後交通㈱バス路線 

・路線バス    

・市街地循環バス 

R1：174 円/年 

R2：334 円/年 
212 円/年 

地域内交通 

・高柳町地域内交通 

 ・西山町地域自家用 

有償旅客運送など 

R1：3,699 円/年 

R2：5,560 円/年 
3,432 円/年 

 

 

表 評価指標 3 の算出に用いたデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和元年度及び 2 年度の人口は、それぞれ 3 月 31 日現在のもの。 
  一方、令和 3 年度以降の人口は、将来予測値であり、令和 7 年度及び 8 年度の人口は第五
次総合計画後期基本計画の目標値を採用。 

 

 

年度 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

利用者数（人） 487,904 319,368 320,000 345,000 360,000 360,000 400,000 456,000

人口※（人） 82,284 81,071 80,057 79,043 78,029 77,015 76,000 76,000

市負担額 ¥119,289,786 ¥139,982,049 ¥122,518,975

利用者数（人） 487,904 319,368 456,000

１乗車当たりの公的負担額 ¥244 ¥438 ¥269

市負担額 ¥83,324,224 ¥104,471,469 ¥94,024,322

利用者数（人） 478,182 312,981 444,433

１乗車当たりの公的負担額 ¥174 ¥334 ¥212

市負担額 ¥35,965,562 ¥35,510,580 ¥28,494,653

利用者数（人） 9,722 6,387 8,303

１乗車当たりの公的負担額 ¥3,699.40 ¥5,560 ¥3,432

全
体

路
線
バ
ス

地
域
内
交
通

＋４２％

△１０％

△２０％

＋３０％
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（４）評価指標 4 の算定根拠 

令和 2（2020）年度では、米山、野田、高柳の各地域において、地域内交通の運行に係

る運営や予約受付などの協働参画を行っています。現時点において、地域内交通を運行し

ている地域は、前述の 3 地域に加え西山町地域がありますが、これらの全ての地域から、

地域内交通の運行維持に係る積極的な参画をしていただくよう努めていきます。 

 

 

表 評価指標 4 の現況値と目標値 

評価指標 

現況値 

R1(2019)年度  

R2(2020)年度 

目標値 

R8(2026)年度 

評価指標４ 

地域公共交通の運行の維持のために 

協働参画する地域数〔地域〕 

 

R2：3 地域 

 

米山地区：地域内交通の運営 

野田地区：地域内交通の予約受付 

高柳地区：地域内交通の予約受付 

4 地域 
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２ 柏崎市地域公共交通網形成計画の評価 

（１）柏崎市地域公共交通網形成計画の概要 

本市では、平成 27（2015）年度末に「柏崎市地域公共交通網形成計画」（計画期間：平

成 28（2016）年度～令和 2（2020）年度）を策定し、様々な地域公共交通に係る取組を

実施してきました。 

 

 

目的 目標 施策 

「
誰
も
が
自
分
で
移
動
で
き
る
ま
ち
・
柏
崎
」 

～
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
実
現
～ 

【郊外とつなぐ幹線系統】 

持続性の向上により公共交

通の確保・維持を図る 

1． 地域要望や乗降調査等による適宜見直し 

2． 乗り継ぎ割引の検討 

3． 柏崎駅南口広場の整備に伴う系統の整理 

4． 新庁舎建設に伴う運行体系の見直し 

5． 市民サービスの向上および観光振興 

6． 高齢者割引制度の検討 

7． 適切な公共交通車輛の導入 

8． 西部地区の運行体系の再編の検討 

9． 地域主体となる生活交通の波及 

10．高柳町・鵜川地区新交通の見直し 

11．にしやま号の運行体系の見直し 

12．県内高速バス「柏崎～新潟線」増便に向けた取組 

13．高速バス県外線の市内停車バス停追加に向けた取組 

14．パークアンドライドの推進 

15．北越新幹線を利用しやすい環境を整備する取組 

16．東京都内への速達性の向上に関する取組の推進 

17．新潟市への速達性、利便性の向上に関する取組 

18．上越・北陸新幹線直行特急実現に関する取組 

19．公共交通を理解する機会の創出と啓発活動 

【市街地とつなぐ幹線系統】 

地域内交通体系を構築し幹

線系統とのネットワーク化

を図る 

【都市間交通】 

交通体系の維持・発展を図る 

【柏崎市民】 

公共交通を「乗って守る」 

意識醸成を図る 
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評
価
（
進
捗
度
合
）
の
考
え
方

 
 
Ａ
Ａ
：
完
了
、
Ａ
：
順
調
、
Ｂ
：
ほ
ぼ
順
調
、
Ｃ
：
や
や
遅
延
、
Ｄ
：
か
な
り
遅
延
、
Ｅ
：
達
成
困
難
、
Ｆ
：
事
業
期
間
未
到
来
、
Ｇ
：
事
業
中
止
・
取
り
止
め

 

№
 

事
 

 
業

 
概

 
 

 
要

 
令
和
２
年
度
（

2
0
2
0
年
度
）
の
実
施
状
況

 
今
後
の
方
向
性

 
等

 
進
捗
度
合

 

１
 

地
域
要
望
や
乗
降
調
査

等
に
よ
る
適
宜
見
直
し

 

地
域
要
望
や
バ
ス
乗
降
調
査
等
を
適
宜
行
い
、
運
行

状
況
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
た
見
直
し
を
図
る
。

 

柏
崎
翔
洋
中
等
教
育
学
校
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
令

和
３
年
１
月
に
市
街
地
循
環
バ
ス
「
か
ざ
ぐ
る
ま
」

経
路
変
更
を
実
施
し
、
生
徒
の
登
下
校
の
利
便
性
の

向
上
を
図
っ
た
。

 

●
今
後
も
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
移
動
ニ
ー
ズ
な

ど
地
域
の
状
況
変
化
に
対
応
し
た
見
直
し
を
行
っ

て
い
く
。

 
Ａ

 

２
 

乗
継
割
引
の
検
討

 

郊
外
線
か
ら
市
街
地
循
環
線
へ
乗
り
継
ぐ
こ
と
で
公

共
公
益
施
設
等
へ
移
動
が
可
能
で
あ
る
が
、
乗
り
継

ぐ
に
は
改
め
て
初
乗
り
運
賃
が
生
じ
る
。
こ
の
た

め
、
乗
り
継
い
だ
場
合
の
割
引
を
検
討
す
る
。

 

路
線
バ
ス
高
齢
者
割
引
制
度
の
試
行
実
施
を
優
先
し

た
こ
と
で
、
乗
継
割
引
に
つ
い
て
は
、
情
報
収
集
に

留
ま
っ
た
。

 

●
路
線
バ
ス
高
齢
者
割
引
制
度
の
実
施
を
優
先
し
た

た
め
、
着
手
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
。

 

●
今
後
は
、
Ｍ

aa
S
な
ど
の
公
共
交
通
に
お
け
る
新

た
な
技
術
を
活
用
し
た
割
引
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
研
究
を
継
続
し
て
い
く
。

 

Ｅ
 

３
 

柏
崎
駅
南
口
広
場
の
整

備
に
伴
う
系
統
の
整
理

 

柏
崎
駅
南
口
広
場
の
整
備
に
伴
い
、
現
在
、
柏
崎
駅

前
に
集
中
し
て
い
る
バ
ス
発
着
場
所
を
駅
前
と
駅
南

口
へ
の
適
正
な
振
り
分
け
を
検
討
す
る
。

 

平
成
３
０
年
度
ま
で
段
階
的
に
、
柏
崎
駅
前
と
駅
南

口
へ
の
振
り
分
け
を
行
っ
た
こ
と
で
、
現
時
点
に
お

い
て
は
、
利
用
者
の
動
向
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
振
り
分

け
が
概
ね
完
了
し
た
と
考
え
て
い
る
。

 

●
今
後
も
利
用
者
の
動
向
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

必
要
に
応
じ
て
、
柏
崎
駅
前
と
駅
南
口
の
振
り
分

け
を
検
討
し
て
い
く
。

 
Ａ

 

４
 

新
庁
舎
建
設
に
伴
う
運

行
体
系
の
見
直
し

 

市
役
所
庁
舎
は
、
令
和
２
年
度
中
に
柏
崎
駅
周
辺
へ

移
転
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
た
駅
周
辺

の
路
線
見
直
し
を
検
討
す
る
。

 

令
和
３
年
１
月
の
市
役
所
移
転
に
伴
い
、
市
街
地
循

環
バ
ス
「
か
ざ
ぐ
る
ま
」
を
経
路
変
更
し
、
市
役
所

新
庁
舎
に
乗
り
入
れ
し
た
。

 

●
今
後
、
旧
市
役
所
跡
地
の
活
用
方
法
が
決
定
し
た

の
ち
、
必
要
に
応
じ
て
、
経
路
変
更
を
検
討
し
て

い
く
。

 

Ａ
 

５
 

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

お
よ
び
観
光
振
興

 

柏
崎
駅
前
か
ら
観
光
施
設
へ
の
直
通
便
を
新
設
す

る
。
ま
た
、
路
線
バ
ス
運
賃
と
観
光
施
設
利
用
料
を

セ
ッ
ト
に
し
た
割
安
企
画
乗
車
券
を
導
入
し
、
観
光

客
の
増
加
に
つ
な
げ
る
。

 

平
成
２
８
年
度
（
２
０
１
６
年
度
）
か
ら
販
売
し
て

い
る
路
線
バ
ス
乗
車
券
と
じ
ょ
ん
の
び
村
温
泉
入
浴

券
を
セ
ッ
ト
に
し
た
お
得
な
企
画
乗
車
券
の
販
売
Ｐ

Ｒ
を
行
い
、
利
用
の
促
進
を
図
っ
た
。

 

令
和
２
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
で
、
じ
ょ
ん
の
び
村
が
長
期
間
休
業
し
た
こ
と

も
あ
り
、
販
売
数
量
は
前
年
を
大
き
く
下
回
っ
た
。

 

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
販
売
実
績

 

大
人

 
 
３
５
６
枚
（
前
年

 
 
９
６
９
枚
）

 

小
人

 
 

 
２
６
枚
（
前
年

 
 

 
６
５
枚
）

 

計
 

 
 
３
８
２
枚
（
前
年
１
，
０
３
４
枚
）

 

●
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
、
新
た
な
企
画
乗

車
券
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

 

●
ま
た
、

M
aa

S
な
ど
の
公
共
交
通
に
お
け
る
新
た
な

技
術
の
活
用
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

 

Ａ
 

６
 

高
齢
者
割
引
制
度
の
検

討
 

高
齢
者
の
利
用
促
進
の
ほ
か
、
交
通
事
故
防
止
に
も

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
優
遇

制
度
を
導
入
す
る
。

 

路
線
バ
ス
高
齢
者
割
引
制
度
を
、
令
和
２
年
度
も
引

き
続
き
、
試
行
実
施
し
た
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
専

用
回
数
券
の
販
売
数
量
は
伸
び
悩
ん
だ
。

 

令
和
２
年
度
（
２
０
２
０
年
度
）
販
売
実
績

 

高
齢
者
割
引
回
数
券
販
売
綴
り
数

 

８
，
９
０
５
綴
り
（
前
年
度
７
，
４
４
８
綴
り
）

 

●
平
成
２
９
年
（
２
０
１
７
年
）
６
月
：

 

市
街
地
循
環
バ
ス
に
お
い
て
先
行
実
施

 

●
令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）
１
０
月
：

 

 
越
後
交
通
㈱
が
運
行
す
る
市
内
全
路
線
に
対
象
拡

 
 

 
大

 

●
高
齢
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
本
制
度
の

認
知
度
が
ま
だ
低
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た

め
、
今
後
、
更
な
る
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
く
。

 

Ａ
 

 

（２）施策の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表
 
令
和

2
年
度
（

2
0
2
0
年
度
）
柏
崎
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
実
施
状
況
（

N
o
.1
～

6
）
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評
価
（
進
捗
度
合
）
の
考
え
方

 
 
Ａ
Ａ
：
完
了
、
Ａ
：
順
調
、
Ｂ
：
ほ
ぼ
順
調
、
Ｃ
：
や
や
遅
延
、
Ｄ
：
か
な
り
遅
延
、
Ｅ
：
達
成
困
難
、
Ｆ
：
事
業
期
間
未
到
来
、
Ｇ
：
事
業
中
止
・
取
り
止
め

 

№
 

事
 

 
業

 
概

 
 

 
要

 
令
和
２
年
度
（

2
0
2
0
年
度
）
の
実
施
状
況

 
今
後
の
方
向
性

 
等

 
進
捗
度
合

 

７
 

適
切
な
公
共
交
通
車
輛
の

導
入

 

主
な
利
用
者
で
あ
る
高
齢
者
が
乗
り
や
す
い
低
床
型

車
輛
へ
随
時
更
新
し
て
い
く
。
ま
た
、
地
域
内
交
通

等
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
型
や
セ

ダ
ン
型
の
導
入
を
検
討
す
る
。

 

利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
高
柳
町
地
域
内
交
通
の
車

輛
を
、
２
８
人
乗
り
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
か
ら
１
４
人
乗

り
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
型
に
更
新
し
た
。

 

●
令
和
３
年
度
中
の
予
定
し
て
い
る
西
山
町
地
域
内

交
通
の
再
編
に
お
い
て
も
、
車
両
の
小
型
化
を
計

画
し
て
い
る
。

 

●
今
後
も
車
輛
更
新
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
状
況
を

踏
ま
え
て
、
適
切
な
サ
イ
ズ
の
車
輛
を
導
入
し
て

い
く
。

 

Ｂ
 

８
 

西
部
地
区
の
運
行
体
系
の

再
編
の
検
討

 

西
部
地
区
の
路
線
バ
ス
運
行
便
数
は
、
他
の
市
街
地

周
辺
地
区
に
比
べ
比
較
的
少
な
い
。
新
潟
病
院
へ
の

ア
ク
セ
ス
要
望
が
あ
る
一
方
、
商
業
施
設
が
少
な
い

こ
と
も
あ
り
、
運
行
体
系
の
再
編
を
検
討
す
る
。

 

西
部
地
区
路
線
の
再
編
の
検
討
に
当
た
り
、
新
潟
病

院
線
、
赤
坂
山
公
園
線
、
米
山
台
福
祉
セ
ン
タ
ー
線

の
乗
降
調
査
を
、
令
和
元
年
度
に
引
き
続
い
て
実
施

し
た
。

 

●
乗
降
調
査
の
結
果
等
を
踏
ま
え
て
、
運
行
の
効
率

化
を
図
る
た
め
に
西
部
地
区
路
線
の
再
編
を
検
討

し
て
い
く
。

 
Ｃ

 

９
 

地
域
が
主
体
と
な
る
生
活

交
通
の
波
及

 

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
運
行
し
て
い
る
米
山
地
区
乗

合
タ
ク
シ
ー
は
、
自
主
的
な
運
行
に
よ
り
、
利
用
実

績
が
安
定
し
て
推
移
し
て
い
る
。
こ
れ
を
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
に
、
住
民
主
体
の
公
共
交
通
を
他
地
域
に
お
い

て
展
開
す
る
。

 

路
線
バ
ス
利
用
者
の
減
少
に
よ
る
路
線
縮
小
・
廃
線

に
備
え
、
米
山
地
区
以
外
の
地
域
に
お
い
て
も
主
体

的
な
運
行
が
実
現
で
き
る
よ
う
地
域
参
画
型
生
活
交

通
確
保
対
策
補
助
金
の
補
助
率
の
見
直
し
（
増
額
）

を
行
っ
た
。

 

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
バ
ス

路
線
の
確
保
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
公
共
交
通
空
白
地
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
地

域
と
と
も
に
準
備
を
し
て
い
く
。

 

Ｃ
 

1
0
 

高
柳
町
・
鵜
川
地
区
の
新

交
通
の
見
直
し

 

高
柳
町
地
区
及
び
鵜
川
地
区
は
、
高
齢
化
率
が
高

く
、
公
共
交
通
利
用
者
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
の

た
め
、
地
域
に
見
合
っ
た
先
進
的
な
交
通
体
系
を
構

築
す
る
。

 

高
柳
町
地
域
内
交
通
の
再
編
に
向
け
て
、
運
行
事
業

者
・
地
域
・
学
校
な
ど
と
協
議
し
、
再
編
案
を
ま
と

め
た
。

 

●
高
柳
町
地
域
内
交
通
は
令
和
３
年
８
月
か
ら
新
た

な
形
態
で
の
運
行
を
開
始
す
る
予
定
。

 

●
鵜
川
地
区
地
域
内
交
通
に
お
い
て
も
、
今
後
、
具

体
的
に
再
編
を
検
討
し
て
い
く
。

 

Ｂ
 

1
1
 

に
し
や
ま
号
の
運
行
体
系

の
見
直
し

 

に
し
や
ま
号
の
利
用
者
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
効
率

的
運
行
を
目
指
し
、
見
直
し
を
図
る
。

 

西
山
町
地
域
内
交
通
の
「
に
し
や
ま
号
」
の
再
編
を

行
う
た
め
、
西
山
町
地
域
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
公

共
交
通
に
係
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。

 

ヒ
ア
リ
ン
グ
回
数
：
全
９
回
、
８
８
名

 

●
令
和
３
年
度
は
、
「
に
し
や
ま
号
」
の
再
編
を
計
画

し
て
い
る
。
（
デ
マ
ン
ド
型
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
方
式
）

 

Ｂ
 

1
2
 

県
内
高
速
バ
ス
「
柏
崎
駅

前
～
新
潟
駅
前
線
」
の
増

便
に
向
け
た
取
組

 

平
成

2
6
年

4
月
か
ら
大
幅
な
減
便
が
行
わ
れ
た
。

 

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下
に
よ
り
利
用
者
数
が
減
少
す

る
懸
念
を
受
け
、
便
数
の
増
便
に
関
し
て
関
係
者
と

協
議
、
調
整
を
進
め
る
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
県
内
高

速
バ
ス
の
利
用
者
数
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
で
、

令
和
２
年
１
２
月
か
ら
、
「
柏
崎
駅
前
～
新
潟
駅
前

線
」、
「
上
越
～
新
潟
駅
前
線
」
が
そ
れ
ぞ
れ
１
往
復

ず
つ
減
便
と
な
っ
た
。

 

こ
れ
以
上
の
減
便
を
防
ぐ
た
め
、
新
潟
県
と
本
市
を

含
む
県
内
高
速
バ
ス
沿
線
市
が
協
調
し
、
運
行
事
業

者
に
対
し
て
、
運
行
維
持
支
援
金
を
交
付
し
た
。

 

●
新
た
に
設
立
さ
れ
た
「
新
潟
県
内
高
速
バ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
と
連
携
し
、
利
用
の
回
復
を

図
っ
て
い
く
。

 

●
現
在
、
「
柏
崎
駅
前
～
新
潟
駅
前
線
」
は
３
往
復
の

み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「

上
越
～
新
潟
駅
前
線
」
停

車
バ
ス
停
と
市
内
路
線
バ
ス
と
の
接
続
性
の
向
上

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

 

Ｅ
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表
 
令
和

2
年
度
（

2
0
2
0
年
度
）
柏
崎
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
実
施
状
況
（

N
o
.7
～

1
2
）
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表
 
令
和

2
年
度
（

2
0
2
0
年
度
）
柏
崎
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
実
施
状
況
（

N
o
.1

3
～

1
9
）
 

評
価
（
進
捗
度
合
）
の
考
え
方

 
 
Ａ
Ａ
：
完
了
、
Ａ
：
順
調
、
Ｂ
：
ほ
ぼ
順
調
、
Ｃ
：
や
や
遅
延
、
Ｄ
：
か
な
り
遅
延
、
Ｅ
：
達
成
困
難
、
Ｆ
：
事
業
期
間
未
到
来
、
Ｇ
：
事
業
中
止
・
取
り
止
め

 

№
 

事
 

 
業

 
概

 
 

 
要

 
令
和
２
年
度
（

2
0
2
0
年
度
）
の
実
施
状
況

 
今
後
の
方
向
性

 
等

 
進
捗
度
合

 

1
3
 

県
内
高
速
バ
ス
県
外
線
の

市
内
停
車
バ
ス
停
追
加
に

向
け
た
取
組

 

県
外
行
き
の
高
速
バ
ス
の
多
く
は
市
内
を
素
通
り
し

て
お
り
、
県
外
主
要
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
が
低
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
柏
崎
市
内
停
留
所
で
の
停

車
を
要
望
し
て
い
く
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
県
外
移

動
の
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
低
下
し
た
た
め
、
要
望
活
動

は
見
送
っ
た
。

 

●
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
、
県
外
移
動
の
ニ
ー

ズ
を
確
認
し
た
上
で
、
必
要
に
よ
り
対
応
し
て
い

く
。

 
Ｄ

 

1
4
 

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の

推
進

 

高
速
バ
ス
停
留
所
付
近
に
あ
る
駐
車
場
の
利
用
を
周

知
し
、
高
速
バ
ス
の
利
用
促
進
を
図
る
。

 

令
和
２
年
度
版
公
共
交
通
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
、
高
速

バ
ス
停
留
所
付
近
駐
車
場
の
利
用
を
周
知
し
た
。

 

●
高
速
バ
ス
の
運
行
維
持
及
び
環
境
の
観
点
か
ら
、

引
き
続
き
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
。

 

Ｂ
 

1
5
 

北
陸
新
幹
線
を
利
用
し
や

す
い
環
境
を
整
備
す
る
取

組
 

上
越
妙
高
駅
を
利
用
す
る
際
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は

優
等
列
車
の
接
続
が
な
い
。
北
陸
新
幹
線
利
用
者
や

市
内
観
光
客
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
直
通
の
高
速

バ
ス
等
の
運
行
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

 

上
越
妙
高
駅
へ
の
接
続
性
を
高
め
る
た
め
、
令
和
２

年
１
０
月
に
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
及
び
西
日
本
旅
客

鉄
道
㈱
に
要
望
活
動
を
書
面
に
て
行
っ
た
。

 

●
今
後
も
接
続
性
の
向
上
に
向
け
て
、
公
共
交
通
事

業
者
に
要
望
を
し
て
い
く
。

 

 
Ｄ

 

1
6
 

東
京
都
内
へ
の
速
達
性
、

利
便
性
の
向
上
に
関
す
る

取
組

 

東
京
方
面
へ
は
、
長
岡
駅
で
上
越
新
幹
線
に
乗
り
換

え
る
こ
と
が
最
も
所
要
時
間
の
短
い
ル
ー
ト
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
長
岡
駅
で
の
上
越
新
幹
線
と
信
越

本
線
と
の
乗
り
換
え
時
間
の
短
縮
に
よ
る
速
達
性
の

向
上
に
向
け
て
協
議
し
て
い
く
。

 

令
和
２
年
９
月
に
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
新
潟
支
社
に

対
し
て
、
１
０
月
に
は
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
本
社
に

要
望
活
動
を
書
面
に
て
行
っ
た
。

 

令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で

は
、
乗
換
時
間
の
改
善
が
図
ら
れ
、
上
り
・
下
り
の

そ
れ
ぞ
れ
１
本
ず
つ
接
続
性
が
高
ま
っ
た
。

 

●
今
後
も
東
京
都
内
へ
の
速
達
性
及
び
利
便
性
の
向

上
を
図
る
た
め
の
取
組
を
検
討
し
て
い
く
。

 

Ｂ
 

1
7
 

新
潟
市
へ
の
速
達
性
、
利

便
性
の
向
上
に
関
す
る
取

組
 

県
庁
所
在
地
で
あ
る
新
潟
市
へ
は
移
動
需
要
に
応
じ

た
サ
ー
ビ
ス
水
準
と
な
る
よ
う
優
等
列
車
等
の
増
便

等
を
協
議
し
て
い
く
。

 

令
和
２
年
９
月
に
柏
崎
商
工
会
議
所
、
柏
崎
観
光
協

会
、
柏
崎
市
が
共
同
で
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
新
潟
支

社
に
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

 

●
新
潟
市
へ
の
速
達
性
及
び
利
便
性
の
向
上
に
向
け

て
の
取
組
を
検
討
し
て
い
く
。

 
Ｃ

 

1
8
 

上
越
・
北
陸
新
幹
線
直
行

特
急
実
現
に
関
す
る
取
組

 

上
越
・
北
陸
新
幹
線
を
乗
り
換
え
な
し
で
運
行
す
る

直
行
特
急
の
実
現
に
向
け
て
関
係
機
関
と
協
議
し
、

検
討
を
進
め
る
。
ま
た
、
信
越
本
線
の
利
便
性
向

上
、

2
つ
の
新
幹
線
と
の
接
続
性
、
速
達
性
確
保
を

目
的
と
し
、
新
幹
線
・
在
来
線
直
通
運
転
化
実
現
に

向
け
て
研
究
し
て
い
く
。

 

令
和
２
年
１
０
月
に
、
上
越
・
北
陸
新
幹
線
直
行
特

急
実
現
期
成
同
盟
会
（
事
務
局
：
柏
崎
市
）
が
国
土

交
通
省
及
び
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
本
社
に
要
望
活
動

を
書
面
に
て
行
っ
た
。

 

●
今
後
も
直
行
特
急
実
現
に
向
け
て
要
望
活
動
を
行

っ
て
い
く
。

 

 

Ｃ
 

1
9
 

公
共
交
通
を
理
解
す
る
機

会
の
創
出
と
啓
発
活
動

 

公
共
交
通
の
利
用
促
進
の
た
め
、
効
果
的
な
利
用
啓

発
活
動
を
実
施
す
る
。

 

利
用
促
進
の
た
め
、
高
校
生
通
学
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
高
齢
者
割
引
制
度
な
ど
を
実
施
し
た
。

 

ま
た
、
令
和
３
年
度
版
公
共
交
通
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

は
、
全
世
帯
に
配
布
し
た
。

 

●
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、
様
々
な
取
組
を

実
施
し
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
と
利
用
機
会
の

創
出
を
図
っ
て
い
く
。

 
Ｂ
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（３）評価 

柏崎市地域公共交通網形成計画における 4 つの評価指標は、いずれも目標値への到達に

は至りませんでした。 

評価指標 1 の「公共交通利用率」については、人口減少や運転できる高齢者の増加、路

線バス等の運行本数の減少による他の移動手段への転換などが減少要因として考えられ

ます。また、令和 2（2020）年１月からの新型コロナウイルス感染症の感染拡大が、利用

者数減少の状況に、さらに追い打ちをかけています。 

評価指標 2 の「バス利用１回あたり負担額」については、利用者数の大幅な減少と、路

線バス関連事業に係る支出額の大幅な増額によるものと考えています。なお、路線バス関

連事業に係る支出額の増額は、運行経費単価の増額などによるものです。 

評価指標 3 の「公共交通機関利便性の満足度」は、市内路線バス運行本数の減少による

影響が大きいと考えられます。 

評価指標 4 の「地域主体の運行を実施する地域数及び人口」については、現行の路線バ

ス運行が維持されたことにより、新たな公共交通空白地が発生しなかったことによるもの

です。なお、これからを見据えて、地域主体での運行に取り組みやすくするため、令和 3

（2021）年度から地域主体運行に係る市補助金の補助率の見直しを行いました。 

 

表 評価指標達成度 

評価指標 当初現況値 目標値 実績値 

【評価指標 1】 
公共交通利用率（人
口1人あたりの利用
回数） 

15.6 回/人･年 
 
※H25 年度 
バス：704,031 人 
鉄道：695,000 人 
人口：89,511 人 

（H25.3.31 現在） 

17 回/人･年 

R1 年度：12.9 回/人･年 
 
バス：487,772 人（R1 年度） 
鉄道：573,888 人（R1 年度） 
人口： 82,284 人（R2.3.31 現在） 
 
R2 年度： 
11.0 回/人･年（暫定値） 
 
バス：319,250 人（R2 年度） 
鉄道：573,888 人（R1 年度） 
人口： 81,071 人（R3.3.31 現在） 

【評価指標 2】 
バス利用1回あたり
負担額 

118 円/回 
 
※H25 年度 
バス：704,031 人 
バス関連事業決算額： 
83,075,658 円 

118 円/回 

R1 年度：272 円/回 
 
バス：487,772 人 
バス関連事業決算額： 
132,827,459 円 
 
R2 年度：492 円/回 
 
バス：319,250 人 
バス関連事業決算額： 
157,309,489 円 

【評価指標 3】 
公共交通機関利便
性の満足度 

21.3％(H27 年度) 25.0％ 19.6％(R2 年度) 

【評価指標 4】 
地域主体の運行を
実施する地域数お
よび人口 

地域数：1（米山地区） 
人口：市全体の 1.1％

（983 人） 

地域数：2 
人口： 
市全体の 1.5％ 

 

地域数：1 
人口 ：市全体の 1.0％ 

（817 人） 
 
全市人口：81,071 人（R3.3.31 現在） 
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３ 策定までの経過  

 時期 内容 

令
和
２
（
２
０
２
０
）
年 

7 月 3 日 

令和 2（2020）年度第 2 回柏崎市地域公共交通活性化協議会（書面決議） 

 ○柏崎市地域公共交通計画策定方針（案）について 

  ・策定方針（案）、スケジュール確認 

10 月 2 日 

令和 2（2020）年度第 3 回柏崎市地域公共交通活性化協議会 

 ○地域公共交通計画の策定について 

  ・策定方針、スケジュール確認 

11 月 6 日～24 日 公共交通アンケートの実施 

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年 

6 月 28 日 

令和 3（2021）年度第 2 回柏崎市地域公共交通活性化協議会 

 ○（報告）柏崎市地域公共交通計画の策定状況について 

  ・アンケート調査、路線バス乗降調査、地域住民ヒアリングの

実施報告 

  ・令和 3（2021）年度のスケジュール確認 

10 月 5 日～6 日 
交通事業者ヒアリングの実施 

 （バス事業者：1 社、その他交通事業者：4 社） 

10 月 29 日 

令和 3（2021）年度第 4 回柏崎市地域公共交通活性化協議会 

 ○柏崎市地域公共交通計画の骨子案について 

  ・計画骨子案、今後のスケジュール確認 

11 月 26 日 

令和 3（2021）年度第 5 回柏崎市地域公共交通活性化協議会 

 ○柏崎市地域公共交通計画の素案について 

  ・計画素案、今後のスケジュール確認 

12 月 16 日 市議会への説明 

12 月 17 日～ 

令和 4(2022）年 

1 月 14 日 

パブリックコメントの実施 

 ○計画（案）を市役所や柏崎市ホームページ等で公開し、意見を募集 

  意見提出件数 9 件（提出者 2 名） 

令
和
４
（
２
０
２
２
）
年 

2 月 18 日 

令和 3（2021）年度第 7 回地域公共交通活性化協議会 

 ○柏崎市地域公共交通計画案について 

  ・柏崎市地域公共交通計画案の承認→【成案】 
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４ 公共交通アンケート調査 

 

（１）実施概要 

 

 高齢者アンケート 高校生アンケート 障がい者アンケート 

対象 

70 歳以上 85 歳以下 ・柏崎、柏崎常盤、柏崎工、柏

崎総合、新産大附の 2 年 

・柏崎翔洋の 5 年生  

・柏崎特別支援、はまなす特別

支援の中等部及び高等部の

生徒 

・こすもす作業所、たいよう

SOCIO センターの作業者 

配布数 1,000 票 770 票 230 票 

回収数 

 

671 票（回収率：67％） 719 票（回収率：93％） 

(柏崎高校：187 票) 

(柏崎常盤高校：114 票) 

(柏崎工業高校：138 票) 

(柏崎総合高校：114 票) 

(新潟産業大学附属高校：119 票) 

(柏崎翔洋中等教育学校：47 票) 

174 票（回収率：76％） 

(柏崎特別支援学校：15 票) 

(はまなす特別支援学校：69 票) 

(こすもす作業所：35 票) 

(たいよう SOCIO センター：55 票) 

配布/回収 郵送 学校経由 施設経由 

配布物 
・依頼文 

・調査票（A3） 

・依頼文 

・調査票（A3） 

・依頼文 

・調査票（A3） 
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（２）調査票 
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高
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ー
ジ
）
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■
高
齢
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
（

3
～

4
ペ
ー
ジ
）
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■
高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
（

1
～

2
ペ
ー
ジ
）
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■
高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
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（

3
～

4
ペ
ー
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■
障
が
い
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
（

1
～

2
ペ
ー
ジ
）
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（３）結果の概要 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
高
齢
者
 

高
校
生
 

障
が
い
者
 

結
果
か
ら
分
か
る
点
 

行
動
 

パ
タ
ー
ン
 

【
目
的
地
】
 

・
買
い
物
：
ピ
ア
レ
マ
ー
ト
、
ウ
オ
ロ
ク
柏
崎
店
、
 

原
信
岩
上
店

 
な
ど
 

・
通
 
院
：
柏
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
 
な
ど
 

・
そ
の
他
：
柏
崎
市
役
所
、
ソ
フ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

 
な

ど
 

【
外
出
頻
度
】
 

・
買
い
物
：
「
週
に

2
～
3
回
」
が

5
0
％
 

（
「
週
に

2～
3
回
」
以
上
は

6
5
％
）
 

・
通
 
院
：
「
月
に

1
～
2
回
」
が

5
5
％
 

 
 
 
 
（
「
月
に

1
～
2
回
」
以
上
は

6
1
％
）
 

   

【
外
出
時
刻
・
帰
宅
時
刻
】
 

・
買
い
物
：
外
出
 
1
0
時
台
が

3
4
％

(9
～

11
時
台
で

61
％

) 

帰
宅
 
1
1
時
台
で

2
4
％

(1
1～

12
時
台
で

45
％

) 

・
通
 
院
：
外
出
 
9
時
台
が

3
3
％

(9
～

11
時
台
で

74
％

) 

帰
宅
 
1
2
時
台
で

3
1
％

(1
1～

12
時
台
で

56
％

) 

・
そ
の
他
：
外
出
 
1
0
時
台
が

2
8
％

(9
～

10
時
台
で

45
％

) 

帰
宅
 
1
1
時
台
が

1
9
％

(1
1～

12
時
台
で

34
％

) 

  

【
交
通
手
段
】
 

 
・
買
い
物
：
自
家
用
車

 6
7
％
 
送
迎

1
5
％
 

 
 
 
 
 
 
路
線
バ
ス
 
5
％
 

 
・
通
 
院
：
自
家
用
車

 6
4
％
 
送
迎

1
8
％
 

 
 
 
 
 
 
路
線
バ
ス
 
6
％
 
タ
ク
シ
ー

 
2％

 

・
そ
の
他
：
自
家
用
車

 
7
0％

 
送
迎

1
6
％
 

 
 
 
 
 
路
線
バ
ス

 
 
4％

 
タ
ク
シ
ー

 
1％

 

【
休
日
の
登
校
】
 

・
土
曜
日
に
登
校
す
る
生
徒
・
・
・
：
54
％
 

・
日
曜
日
に
登
校
す
る
生
徒
・
・
・
：
32
％
 

【
塾
・
ア
ル
バ
イ
ト
】
 

・
塾
に
通
っ
て
い
る
生
徒
・
・
・
・
：
16
％
 

・
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
生
徒
・
：
96
％
 

【
学
校
以
外
で
よ
く
行
く
施
設
】
 

・
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
柏
崎
店
・
・
・
・
：
26
％
 

・
ウ
オ
ロ
ク
柏
崎
店
・
・
・
・
・
・
：
16
％
 

・
ソ
フ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
・
・
・
・
：
14
％
 

【
通
学
時
刻
】
 

・
 
7
時
台
：

5
6
％
（
 
7
～
 8

時
台
 
：
8
7
％
）
 

※
6
時
台
以
前
：
13
％
 

【
帰
宅
時
刻
（
学
校
を
出
る
時
刻
）
】
 

・
1
8
時
台
：
3
2
％
（
1
6
～
18

時
台
 
：
7
7
％
）
 

 
※
1
9
時
台
以
降
：

1
5
％
 

【
通
学
手
段
（
通
常
時
登
校
）
】

 

・
徒
歩
・
自
転
車
・
・
・
・
・
・
・
：
64
％
 

・
家
族
な
ど
に
よ
る
送
迎
・
・
・
・
：
34
％
 

・
鉄
道
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
28
％
 

・
路
線
バ
ス
（
循
環
バ
ス
含
む
）
・
・
：
8
％
 

【
定
期
券
の
購
入
】
 

 
・
鉄
道
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
6
5
％
 

 
・
バ
ス
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
 
8
％
 

【
市
外
へ
の
外
出
】
 

・
（
頻
度
）
月
に

1
回
以
上
・
・
・
 
：
6
3
％
 

・
（
目
的
地
）
長
岡
市
・
・
・
・
・
 
：
8
3
％
 

・
（
目
的
）
買
い
物
・
レ
ジ
ャ
ー
・
 
：
8
2
％
 

 
・
（
手
段
）
家
族
な
ど
の
送
迎
・
・
 ：

6
9
％
 

鉄
道
の
利
用
・
・
・
・
 
：
54
％
 

【
通
学
・
通
所
時
の
交
通
手
段
（
通
常
時
）
】
 

・
家
族
な
ど
に
よ
る
送
迎
・
・
・
・
：
54
％
 

・
徒
歩
・
自
転
車
・
・
・
・
・
・
・
：
30
％
 

・
路
線
バ
ス
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
25
％
 

【
通
学
・
通
所
時
刻
（
家
を
出
る
時
刻
）】

 

・
8
時
台
：

6
2
％
（
7
～
8
時
台
：
8
1
％
）
 

【
帰
宅
時
刻
】
 

・
1
5
時
台
：

6
4
％
（
1
5
～
16

時
台
：
91
％
）
 

【
公
共
交
通
の
利
用
】
 

〇
高
齢
者
は
公
共
交
通
の
利
用
が
少
な
い
。
 

〇
高
校
生
は
、
鉄
道
は
利
用
し
て
い
る
が
、
路
線
バ
ス

の
利
用
は
少
な
い
。
 

（
市
外
か
ら
の
通
学
者
や
鉄
道
沿
線
の
通
学
者
は
鉄

道
を
利
用
し
て
い
る
）
 

【
主
な
行
き
先
】
 

〇
買
い
物
：
ピ
ア
レ
マ
ー
ト
、
ウ
オ
ロ
ク
柏
崎
店
、

 

原
信
岩
上
店
、
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
柏
崎
店

 
な
ど

 

通
 
院
：
柏
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

 
な
ど

 

そ
の
他
：
柏
崎
市
役
所
、
ソ
フ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

 
な
ど

 

 

【
休
日
の
公
共
交
通
の
運
行
】

 

〇
休
日
も
登
校
す
る
高
校
生
が
い
る
た
め
、
公
共
交
通

の
運
行
の
必
要
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

【
運
行
時
間
帯
】
 

〇
塾
に
通
っ
た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
高
校
生

は
多
く
な
い
た
め
、
部
活
動
以
降
の
時
間
帯
の
公
共

交
通
の
運
行
の
必
要
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

〇
高
齢
者
、
高
校
生
、
障
が
い
者
の
主
な
外
出
時
間
帯

は
7
～

1
0
時
台
、
高
齢
者
の
帰
宅
時
間
帯
は

1
1～

1
2
時
台
、
高
校
生
、
障
が
い
者
の
帰
宅
時
間
帯
は

1
5
～

1
8
時
台
で
あ
る
。
 

【
市
外
へ
の
外
出
】
 

〇
高
校
生
の
市
外
へ
の
外
出
は
、
主
に
月
に

1
回
程

度
、
長
岡
市
に
買
い
物
・
レ
ジ
ャ
ー
に
行
く
状
況
が

多
い
。
利
用
交
通
手
段
と
し
て
は
、
家
族
に
よ
る
送

迎
（
家
族
と
一
緒
に
出
掛
け
る
こ
と
）
が
多
い
が
、

友
達
出
か
け
る
場
合
は
、
鉄
道
を
利
用
す
る
人
も
い

る
。
一
方
、
路
線
バ
ス
の
利
用
は
少
な
い
。
 

    

 

表
 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
概
要
（

1
）
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高
齢
者
 

高
校
生
 

障
が
い
者
 

結
果
か
ら
分
か
る
点
 

自
動
車
 

【
運
転
】
 

・
運
転
免
許
保
有
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：

7
2％

 

・
自
家
用
車
の
保
有
・
・
・
・
・
・
・
・
：

7
3％

 

・
自
動
車
の
運
転
が
で
き
る
家
族
が
い
る
：

9
6％

 

・
同
居
の
家
族
が
い
る
・
・
・
・
・
・
・
・
：

75
％
 

 
【
運
転
】
 

・
運
転
免
許
保
有
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：

1
5％

 

・
自
家
用
車
の
保
有
・
・
・
・
・
・
・
・
：

1
4％

 

・
自
動
車
の
運
転
が
で
き
る
家
族
が
い
る
：

8
6％

 

 

【
自
動
車
の
運
転
】
 

〇
高
齢
者
の
免
許
保
有
率
は

7
2
％
で
、
同
居
の
家
族

な
ど
を
含
め
、
自
動
車
を
運
転
で
き
る
方
が
い
る
環

境
が

9
6％

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
自
分
が
運
転
で

き
な
く
て
も
家
族
に
よ
る
送
迎
で
、
公
共
交
通
を
使

わ
な
く
て
も
外
出
で
き
る
環
境
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
 

電
子
端
末

の
保
持
 

【
電
子
端
末
の
保
有
】
 

 
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
・
・
・
・
・
：

4
6％

 

【
電
子
端
末
の
保
有
】
 

 
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
・
・
・
・
・
：

9
9
％
 

 
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
・
・
・
・
・
・
・
：

2
2
％
 

 

【
電
子
端
末
の
保
有
】
 

 
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
・
・
・
・
・
・
：

4
2％

 

【
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
】
 

〇
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
高
校
生
で
ほ
ぼ
全
員
が
持
っ
て

お
り
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
も
約
４
割
の
方
が
持
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後
、
利
便
性
向
上
の
た
め

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
す
る
た
め
の
環
境
が
整

っ
て
き
て
い
る
。
 

路
線
バ
ス

 
【
利
用
頻
度
】
 

・
週
１
回
以
上
利
用
し
て
い
る
・
・
：
 5
％
 

・
１
年
以
上
利
用
し
て
い
な
い
・
・
：

76
％
 

【
利
用
す
る
理
由
】
 

・
バ
ス
停
が
近
い
・
・
・
・
・
・
・
：

46
％
 

・
目
的
地
へ
自
分
で
行
け
る
・
・
・
：

36
％
 

・
送
迎
を
頼
ま
な
く
て
も
す
む
・
・
：

30
％
 

【
利
用
し
な
い
理
由
】
 

・
車
を
使
え
る
・
・
・
・
・
・
・
・
：

40
％
 

・
家
族
や
友
人
に
送
迎
を
頼
め
る
・
：

24
％
 

・
運
行
本
数
が
少
な
い
・
・
・
・
・
：

20
％
 

・
バ
ス
停
が
遠
い
・
・
・
・
・
・
・
：

13
％
 

【
高
齢
者
割
引
制
度
】
 

 
・
認
知
度
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：

4
1
％
 

・
購
入
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：

 9
％
 

・
満
足
度
：
ど
ち
ら
で
も
な
い
（

6
6
％
）
 

〇
改
善
要
望
 

・
使
用
期
限
を
な
く
し
て
ほ
し
い
：

2
9％

 

・
使
用
期
限
を
延
ば
し
て
ほ
し
い
：

1
3％

 

（
そ
の
他
［
わ
か
ら
な
い
な
ど
］

 ：
3
5
％
）
 

【
利
用
頻
度
】
 

・
週
１
回
以
上
利
用
し
て
い
る
・
・
：

13
％
 

・
１
年
以
上
利
用
し
て
い
な
い
・
・
：

55
％
 

【
利
用
す
る
理
由
】
 

・
送
迎
を
頼
ま
な
く
て
も
す
む
・
・
：

35
％
 

・
目
的
地
へ
自
分
で
行
け
る
・
・
・
：

27
％
 

・
バ
ス
停
が
近
い
・
・
・
・
・
・
・
：

26
％
 

・
車
や
自
転
車
を
使
え
な
い
・
使
い
に
く
い
：
2
6
％

 

・
雨
や
暑
い

日
な
ど
の
悪
天
候
で
も
出
か
け
ら
れ
る
：
2
2
％

 

【
利
用
し
な
い
理
由
】
 

・
運
行
本
数
が
少
な
い
・
・
・
・
・
：

40
％
 

・
徒
歩
・
自
転
車
で
出
か
け
ら
れ
る
：

29
％
 

・
家
族
や
友
人
に
送
迎
を
頼
め
る
・
：

29
％
 

【
バ
ス
停
ま
で
の
距
離
】
 

・
5
00
ｍ
以
上
離
れ
て
い
る
・
・
・
 
：
7
0
％
 

【
利
用
頻
度
】
 

・
週
１
回
以
上
利
用
し
て
い
る
・
・
・
：

2
7％

 

・
１
年
以
上
利
用
し
て
い
な
い
・
・
・
：

6
1％

 

【
利
用
す
る
理
由
】
 

・
目
的
地
へ
自
分
で
行
け
る
・
・
・
・
：

5
5％

 

・
バ
ス
停
が
近
い
・
・
・
・
・
・
・
・
：

4
8％

 

【
利
用
し
な
い
理
由
】
 

・
家
族
や
友
人
に
送
迎
を
頼
め
る
・
・
：

45
％
 

・
運
行
本
数
が
少
な
い
・
・
・
・
・
・
：

26
％
 

・
徒
歩
・
自
転
車
で
出
か
け
ら
れ
る
・
：

20
％
 

※
よ
く
行
く
目
的
地
に
停
留
所
が
な
い
：

14
％

 

バ
ス
停
が
遠
い
・
・
・
・
・
・
・
・
：

13
％

 

 

【
利
用
で
き
る
（
し
や
す
い
）
環
境
整
備
】
 

〇
路
線
バ
ス
の
利
用
頻
度
は
低
く
、
1
年
以
上
利
用
し

て
い
な
い
方
が
、
高
齢
者
、
高
校
生
、
障
が
い
者
と

も
5
0
％
以
上
で
あ
る
。
 

〇
路
線
バ
ス
を
利
用
し
な
い
理
由
と
し
て
は
、「

運
行

本
数
が
少
な
い
こ
と
」
や
、「

送
迎
や
自
転
車
な
ど

の
他
の
移
動
手
段
が
あ
る
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
 

【
高
齢
者
割
引
制
度
の
広
報
強
化
】
 

〇
路
線
バ
ス
高
齢
者
割
引
制
度
の
認
知
度
は
、
高
齢
者

の
４
割
程
度
で
あ
る
た
め
、
さ
ら
に
周
知
を
す
る
必

要
が
あ
る
。
 

タ
ク
シ
ー
 

【
利
用
す
る
理
由
】
 

・
目
的
地
へ
直
接
行
け
る
・
・
・
・
・
・
・
・
：

58
％
 

・
自
宅
や
目
的
地
の
前
で
乗
り
降
り
が
で
き
る
：

48
％
 

・
自
分
の
好
き
な
時
間
に
移
動
で
き
る
・
・
・
：

37
％
 

【
利
用
し
づ
ら
い
理
由
・
利
用
し
な
い
理
由
】
 

 
【
利
用
す
る
理
由
】
 

・
目
的
地
へ
直
接
行
け
る
・
・
・
・
・
・
：

6
2％

 

・
自
宅
や
目
的
地
の
前
で
乗
り
降
り
が
で
き
る
：

38
％

 

・
自
分
の
好
き
な
時
間
に
移
動
で
き
る
・
：

3
6％

 

【
利
用
し
づ
ら
い
理
由
・
利
用
し
な
い
理
由
】
 

〇
タ
ク
シ
ー
は
、
「
目
的
地
へ
直
接
行
け
る
」
こ
と

や
、
「
自
宅
や
目
的
地
の
前
で
乗
り
降
り
が
で
き
る
」

点
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
る
一
方
で
、
乗
車
運
賃
に

負
担
感
を
感
じ
て
い
る
方
は
一
定
数
い
る
。
 

表
 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
概
要
（

2
）
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高
齢
者
 

高
校
生
 

障
が
い
者
 

結
果
か
ら
分
か
る
点
 

鉄
道
 

※
普
段
、
鉄
道
を
あ
ま
り
利
用
し
て
い
な
い
人
の
回
答

 

【
満
足
度
】
 

・
駅
施
設

 
：
不
満
・
や
や
不
満
が
多
い
（

32
％
）

 

・
待
合
環
境
：
満
足
・
や
や
満
足
が
多
い
（

40
％
）

 

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
：
満
足
・
や
や
満
足
が
多
い
（

29
％
）

 

・
駅
ま
で
の
移
動
手
段
：
満
足
・
や
や
満
足
が
多
い
（

28
％
）

 

【
自
宅
か
ら
最
寄
り
の
駅
ま
で
の
交
通
手
段
】
 

・
徒
歩
・
自
転
車
・
・
・
・
・
・
・
・

 ：
31
％
 

・
自
家
用
車
（
自
分
で
運
転
）・

バ
イ
ク
：

28
％
 

・
家
族
や
友
人
等
の
送
迎
・
・
・
・
・

 ：
22
％
 

・
路
線
バ
ス
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 ：
 9
％
 

・
タ
ク
シ
ー
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 ：
 8
％
 

 

 【
満
足
度
】
 

・
駅
施
設

 
：
満
足
･や

や
満
足
が
多
い
（

59
％
）

 

・
待
合
環
境
：
満
足
･や

や
満
足
が
多
い
（

49
％
）

 

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
：
満
足
･や

や
満
足
が
多
い
（

51
％
）

 

・
駅
ま
で
の
移
動
手
段
：
満
足
･や

や
満
足
が
多
い
（

50
％
）

 

【
駅
か
ら
学
校
ま
で
の
交
通
手
段
】
 

・
徒
歩
・
・
・
・
・
・
・
・
：
90
％
 

 ・
路
線
バ
ス
・
・
・
・
・
・
：

 8
％
 

 

※
普
段
、
鉄
道
を
あ
ま
り
利
用
し
て
い
な
い
人
の
回

答
 

【
満
足
度
】
 

・
駅
施
設

 
：
不
満
・
や
や
不
満
が
多
い
（

23
％
）

 

・
待
合
環
境
：
満
足
・
や
や
満
足
が
多
い
（

22
％
）

 

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
：
満
足
・
や
や
満
足
が
多
い
（

21
％
）

 

・
駅
ま
で
の
移
動
手
段
：
不
満
・
や
や
不
満
が
多
い
（

24
％
）

 

【
自
宅
か
ら
最
寄
り
の
駅
ま
で
の
交
通
手
段
】
 

・
徒
歩
・
自
転
車
・
・
・
・
・
：

58
％
 

・
家
族
や
友
人
等
の
送
迎
・
・
：

26
％
 

・
路
線
バ
ス
・
・
・
・
・
・
・
：

 4
％
 

・
タ
ク
シ
ー
・
・
・
・
・
・
・
：

 4
％
 

※
高
齢
者
や
障
が
い
者
は
ほ
と
ん
ど
利
用
が
な
い
た

め
、
意
見
と
し
て
は
十
分
で
は
な
い
。
 

   
 

  

 

高
速
バ
ス
 

※
普
段
、
鉄
道
を
あ
ま
り
利
用
し
て
い
な
い
人
の
回
答

 

【
満
足
度
】
 

 
・
運
行
便
数

 
 

 
：
不
満
・
や
や
不
満
が
多
い
（

34
％
）

 

・
運
賃

 
 
 

 
 
：
満
足
・
や
や
満
足
が
多
い
（

27
％
）

 

・
バ
ス
停
ま
で
の
距
離
：
満
足
・
や
や
満
足
が
多
い
（

24
％
）

 

・
待
合
環
境

 
 
 
：
同
程
度

 

【
自
宅
か
ら
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
で
の
交
通
手
段
】
 

・
自
家
用
車
（
自
分
で
運
転
）・

バ
イ
ク
：

32
％
 

・
家
族
や
友
人
等
の
送
迎
・
・
・
・
・

 ：
27
％
 

・
徒
歩
・
自
転
車
・
・
・
・
・
・
・
・

 ：
22
％
 

・
路
線
バ
ス
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 ：
 7
％
 

・
タ
ク
シ
ー
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 ：
 4
％
 

・
鉄
道
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 :
 
1％

 

 

 
※
普
段
、
鉄
道
を
あ
ま
り
利
用
し
て
い
な
い
人
の
回

答
 

【
満
足
度
】
 

 
・
運
行
便
数

 
 
：

不
満
・
や
や
不
満
が
多
い

（
22
％
）

 

・
運
賃

 
 
 
 
：

満
足
・
や
や
満
足
が
多
い

（
15
％
）
 

・
バ
ス
停

ま
で
の
距
離
：

満
足
・
や
や
満
足
が
多
い

（
17
％
）
 

・
待
合
環
境

 
 
：

不
満
・
や
や
不
満
が
多
い

（
20
％
）
 

【
自
宅
か
ら
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
で
の
交
通
手
段
】
 

・
家
族
な
ど
の
送
迎
・
・
・
・

 ：
37
％
 

・
徒
歩
・
自
転
車
・
・
・
・
・

 ：
37
％
 

・
自
家
用
車
（
自
分
で
運
転
）・

バ
イ
ク
：
11
％
 

 
・
路
線
バ
ス
・
・
・
・
・
・
・

  
: 
9％

 

 
・
鉄
道
・
・
・
・
・
・
・
・
・

  
: 
6％

 

  

※
高
齢
者
や
障
が
い
者
は
ほ
と
ん
ど
利
用
が
な
い
た

め
、
意
見
と
し
て
は
十
分
で
は
な
い
。
 

表
 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
概
要
（

3
）
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５ 用語の解説 

用語 掲載ページ 解説 

AI P40 
人工知能のこと。人が実現するさまざまな知覚や知

性を人工的に再現するもの。 

AI オンデマンド 

システム 
P44,46,50 

AI を活用し、リアルタイムに発生する乗降リクエス

トから、最適な乗り合わせ（利用者の組み合わせ）

を判断し、効率的な配車により、利用者にとって効

率的な移動を実現するシステム。 

ICT 

（情報通信技術） 
P40 

情報処理や通信技術の総称。交通分野においては、

スマートフォン等を活用した経路検索システムや

バスロケーションシステム、デマンド交通予約シス

テムなど、さまざまな技術を活用して利便性を図る

ものをいう。 

運行欠損額 P25,26,27,28 運賃収入が運行経費に満たない額。 

福祉タクシー P29 

車イスなどのまま乗車でき、高齢者、障がい者、肢

体不自由な方などの通院や買い物に利用できるタ

クシー。介護の資格を持ったドライバーが介助の手

伝いをする。 

キャッシュレス 

決済 
P50,52 

現金を使用せずにクレジットカードや Suica 等 ICカ

ード、スマートフォン等でお金を支払うこと。 

高齢者割引制度 P23,37 

柏崎市で実施している満 65 歳以上の方を対象とし

た割引制度。高齢者専用回数券を一般回数券の半額

で購入でき、市街地循環バスや路線バスで利用でき

る。 

国庫補助路線 

（国庫補助を活用

する対象路線） 

P45 

生活交通路線として必要なバス路線のうち、国が交

通事業者に対して助成を行っている路線のこと。補

助金には大きく 2 種類あり、地域間幹線系統確保維

持費国庫補助金と地域内フィーダー系統確保維持

費国庫補助金がある。 

コミュニティ振興

協議会 
P14,28 

複数の町内会や小・中学校単位のように広い地域で

起こっている課題の解決に向けた活動に取り組ん

でいる住民組織。 

自家用有償 

旅客運送 
P14,27,42,46 

バス、タクシー等が運行されていない過疎地域等に

おいて、住民の日常生活における移動手段を確保す

るため、国土交通大臣の登録を受けた市町村、NPO

等が自家用車を用いて有償で運送する仕組み。市町

村内の交通空白地等、市町村自らがその区域内で住

民の運送を行うものは、特に市町村運営有償運送と

いう。また、NPO 法人等が交通空白地において、当

該地域の住民やその親族等の会員等に対して運送

を行うものを特に公共交通空白地有償運送という。

NPO 法人等が、単独でタクシーその他の公共交通機

関を利用することが困難な身体障害者等の会員に

対して、原則としてドア･ツー･ドアの個別輸送を行

うものを特に福祉有償運送という。 
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収支率 
P23,39,41,42, 

51 
運行経費に対する運賃等の収入の割合。 

地域間幹線系統確

保維持費国庫補助

金 

P45 

生活交通路線として必要なバス路線のうち、長岡線

など市町村間を結ぶなど広域的・幹線的なバス路線

の運行維持等を図るため、国が乗合バス事業者に対

して行う助成制度。 

地域公共交通活性

化協議会 

P44,47,48,49, 

50 

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第6条

第 1 項の規定に基づき、協議会として設置するも

の。地域公共交通の活性化及び再生を図るため、地

域公共交通計画の策定や路線統廃合の検討等、地域

における取組を総合的かつ効率的に推進するほか、

住民の生活に必要な移動手段の確保及び利便性向

上を図り、地域の実情に即した輸送サービスの実現

に必要となる事項を協議する。 

地域内フィーダー

系統確保維持費国

庫補助金 

P45 

市街地循環バスひまわりなど、補助対象地域間バス

系統を補完する路線や過疎地域など交通不便地域

の移動確保を目的とする路線の運行維持等を図る

ため、国が運行事業者に対して行う助成制度。 

ドアツードア P25,27 
依頼主の自宅前から目的地までなど、直接アクセス

できる運送サービスのこと。 

乗合タクシー P14,28,46 

地域の生活交通を維持するため、タクシー事業者等

が自治体と連携し、同じ方面へ向かう不特定多数の

乗客が相乗りで利用できるタクシー。 

ノンステップバス P49 
車両床面を超低床構造として、乗降時の段差がほと

んどない、高齢者や子どもでも利用し易いバス。 

ボランティア輸送 P46 輸送の運賃を受け取らない、無償輸送のこと。 

ユニバーサルデザ

インタクシー 

（UD タクシー） 

P49 

高齢者、車いす使用者、ベビーカー利用の親子連れ

など、誰もが利用しやすいように形状が工夫された

タクシー車両。 

 




